





















































































































































































7) 国電が走ってpる王1こ駐車場を作ることに決定した。(井上 (1976:193)) 

















































19) 米子に泊まった朝には 福岡に発った。(i.m.=(18)) 
20) 米子に行った翌朝には，福岡に発った。






















(24)-(27)において 修飾節と底の名詞の〈連続性〉は (22) (23) とは変わっていない。
「前の日の夜遅く風呂に入っ」て上がってもすぐに朝になるわけではないし， i前夜0時に『君










































































井上 (1976:197)では， I視覚・聴覚・触覚などに関する名詞」と分類されており，寺村 (1977



























































































































66) 円高が進む原因 (再掲 = (43)) 



















































































































































































































































































































































。 ただし， i殴る」と「批判するjは， i壁を殴る」や「彼の説を批判するJのように人間以外のものをヲ
格でマークして要素とすることが可能である。1) 排他的にAgent解釈に決めるには， iほうJiがわ」などを用いるごとができる。「どっちが殺すほう(の





























































152) 鰹節を削ったもの (再掲=(146)) 



































(14) 既然と未然は，寺村秀夫 (1984:194 f)での表現であるが，既に指摘があるように常に完了と未完了






















































































































































































































































































































(Matsumoto (1998 : 124)) 




215) 眠れないコーヒー(商品名) (Hirano (1998:5)) 
216) * I眠れませんでしたJIそのコーヒーはそんなにカフェインが多いんですかJ
217) 英語がみるみる上達する本
218) * I英語がみるみる上達しましたよJIその本は誰が書いた本ですか?J 
(211)はMastumoto( 1998)が挙げている例であるが，これは連想照応のテストをパスし，
関係節構造も適格である。しかし， Iトイレに行けないコマーシャル」という関係節構造は可
























































































































































































































































259) * あの音は 階段を一気に駆け上がる。
260) あの音は 階段を一気に駆け上がっているのさ。
これは， iあの音は，階段を一気に駆け上がる音だよ」などということも可能であるが， (260) 
のように「のだ」がつくことで不自然さがかなり消える。底名詞が〈随伴物〉の場合は，ほか
の用例でも，次に見るように「のだ」がつくことで不自然さが消えたり，減じたりする現象が















































277) 車 その事実は 容疑者がかつて北千住周辺に居住していた。
278) 来年の 3月までに論文を 3本書く計画を立てている。

























































































































































































































































































































































































トした結果として「お金」や i15万円」を得た場合に， (339)や (340)は成立するが，ア
ルバイトした結果として「カラーテレビlをもらったり， iホタルイカ」をもらっても (341)








































































































































































































































































387) * 鯛がいい魚 (再掲=(365)) 
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